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表
紙
の
〓
枚
の
絵
葉
書
は
、
昭
和
八

年
に
沼
津
港
が
河
口
に
建
設
さ
れ
る
以

前
、
物
資
の
集
散
す
る
川
岸
港
と
し
て

栄
え
て
い
た
御
成
橋
と
永
代
橋
の
間
の

狩
野
川
右
岸
の
様
子
で
あ
る
。
問
屋
の

石
蔵
が
建
ち
並
び
、
荷
物
を
運
ぶ
船
が

横
付
け
し
た
川
岸

の
景
観
が
、
沼
津
の

「名
所
絵
葉
書
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

い
ず
れ
も
同
じ
写
真
原
稿
か
ら
製
作

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
上
か
ら
黒
色

単
色
印
刷

。
青
色
単
色
印
刷

・
着
色
印

刷
と
印
刷
方
法
が
違
い
、
レ
イ
ア
ウ
ト

や
説
明
文
も
異
な

っ
て
い
る
。

発
行
は
、
葉
書
の
表
面
と
袋
の
記
載

か
ら
、
三
枚
と
も
和
歌
山
の
人
正
写
真

工
芸
所
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

上
段
の
絵
葉
書
は
、
「躍
進
す
る
明
光

の
沼
津
」
と
い
う
袋
の
中
の

一
枚
で
、

袋
の
裏
側
に
は

「
昭
和
拾
四
年
拾
月
拾

二
日
」
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
下
段
の
絵
葉
書
は
、
カ
ラ
ー

写
真
の
技
術
が
未
発
達
な
時
代
に
製
作

さ
れ
た
も
の
で
、
写
真
原
稿
に
着
色
を

施
し
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
枚
の
絵
葉
書
は
、
説
明
文

や
船
の
イ
ラ
ス
ト
、
英
語
表
記
な
ど
の

共
通
点
が
あ
り
、
沼
津
の
観
光
が
盛
ん

だ

っ
た
時
期
に
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

一
方
、
中
段
の
絵
葉
書
は
、
「沼
津
名

勝
」
と
い
う
袋
の
中
の

一
枚
で
、
袋
の

裏
側
に

「昭
和
十
九
年
九
月
三
日
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
袋
の
絵
葉
書
に
は
、
「強
い
民
こ

そ
た
ふ
と
い
資
源
」
。
「目
指
せ
大
空
、

世
界
の
舞
吉室
」
・
「前
線
と
心
を
結
ぶ
奉

公
日
」
な
ど
、
戦
時
下
に
お
け
る
国
策

標
語
が
、
表
面
の
住
所
欄
と
文
面
欄
の

境
界
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
紙
質
が
悪
く
、
英
語
表
記

も
な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
六
年
に
始

ま

っ
た
太
平
洋
戦
争
の
時
期
に
製
作
さ

れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
戦
地
の
兵
士

ヘ

の
便
り
に
も
使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
同
じ
写
真
原
稿
で
あ

っ

て
も
、
色

・
説
明
文

・
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
絵
葉
書
に
仕
上
が

っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
絵
葉
書

は
、
製
作
時
の
時
代
背
景
を
反
映
さ
せ

た
歴
史
史
料
と
い
え
る
。

（参
考
文
献
〉
若
林
淳
之
監
修

『
写
真

集
　
静
岡
県
の
絵
は
が
き
』
（
一
九
九

三
年
）
、
森
川
方
達

『
帝
国
ニ
ツ
ポ
ン

標
語
集
』
（
一
九
八
九
年
）

`` レ

ン

リ

ー

ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
浴
》

牛
乳
販
売
の
先
駆
　
和
田
半
次
郎

幕
末
、
医
学
や
軍
事
面
か
ら
始
ま

っ

た
西
洋
文
物
の
導
入
は
、
や
が
て
衣
食

住
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ぶ
。
沼
津
兵
学

校
時
代
の
沼
津
で
も
文
明
開
化
の
先
駆

的
現
象
が
見
ら
れ
た
。
兵
学
校
の
教
授
・

生
徒
た
ち
に
は
、
い
ち
早
く
ザ
ン
ギ
リ

頭
に
し
、
洋
服
を
着
て
い
た
者
も
お
り
、

牛
を
共
同
購
入
し
ビ
フ
テ
キ
を
食
べ
て

い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
る

（『蘭
学
の
家
桂

川
の
人
々
　
最
終
篇
』
）
。

オ
ラ
ン
ダ
帰
り
の

一
等
教
授
方
赤
松

則
良
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
牧
畜
の
よ
う
す

を
周
囲
に
宣
伝
し
た
ら
し
く
、
江
原
素

六
や
結
城
無
二
三
は
す

っ
か
り
感
化
さ

れ
、
後
に
沼
津
や
甲
府
で
牧
畜
業
を
始

め
る
に
至
る

（『
旧
幕
新
撰
組
の
結
城
無

二
〓
』
）
。
静
岡
学
問
所
の
教
授
杉
山
親

（三
八
）
は
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）

に

『
牧
牛
説
』
と
い
う
本
を
翻
訳

・
出

版
し
て
い
る
。

維
新
後
、
西
洋
式
の
牧
畜
や
牛
乳
販

売
な
ど
の
事
業
を
始
め
た
者
に
は
、
江

原
や
結
城
以
外
に
も
旧
幕
臣
や
佐
幕
派

の
ＩＨ
藩
士
が
日
立

つ
。
東
京
で
最
初
の

、ヽ́

牛
乳
屋
と
な

っ
た
の
は
元
旗
本
の
阪
川

営
晴

（松
本
順
の
伯
父
）
だ

っ
た
し
、

渋
沢
栄

一
も
箱
根
で
牧
場
を
経
営
し
た
。

韮
山
代
官
の
元
手
代
森
田
留
蔵
は
ア
メ

リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
伊
豆
に
牧
羊

を
導
入
し
た
。
下
北
半
島
、
斗
南
の
地

で
牧
畜
を
始
め
た
の
は
旧
会
津
藩
士
広

沢
安
任
で
あ
る
。
維
新
の
敗
北
者
た
る

彼
ら
は
、
政
府
の
勧
業
政
策
の
中
枢
に

位
置
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
身
を

置
き
民
間
の
立
場
か
ら
新
し
い
産
業
を

興
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
赤
松
や
江
原

。
結
城
以
外
に
、

沼
津
兵
学
校
と
牧
牛
と
を

つ
な
ぐ
人
物

が
他
に
も
い
た
。

静
岡
藩
で
は
軍
事
筆
生
介

（並
）
と

い
う
役
職
に
あ

つ
た
和
田
半
次
郎
な
る

人
物
が
そ
れ
で
あ
る
。
和
田
は
廃
藩
後

上
京
し
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か

け
て
東
京
を
代
表
す
る
牛
乳
販
売
店
を

創
業
す
る
こ
と
に
な
る
。

和
田
半
次
郎

（文
政
６

・
１

・
１１
生

ま
れ
、
明
治
３１
没
）
は
、
幕
臣
和
田
太

助
の
養
子
で
あ
る
。
和
田
家
は
徳
川
将
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軍
家
に
代
々
鷹
匠
と
し
て
仕
え
た
同
心

だ

っ
た
。
半
次
郎
は
そ
の
九
代
日
当
主
。

半
次
郎
の
実
家
は
御
鷹
匠
頭
戸
田
五
助

家
で
あ
る
と
い
う
。
妻
と
く

（み
き
）

は
和
田
家
の
同
僚
で
あ
る
鷹
匠
小
川
勝

右
衛
門
の
長
女
で
あ
り
、
半
次
郎
夫
妻

は
夫
婦
養
子
で
あ

っ
た
。

幕
府
瓦
解
に
よ
り
駿
河
に
移
住
、
駿

東
郡
小
諏
訪
村

（沼
津
市
、
後
の
地
番

で
は
二
七
六
番
屋
敷
）
に
住
ん
だ
。
そ

し
て
沼
津
兵
学
校
の
管
理
部
門
で
あ
る

静
岡
藩
軍
事
掛
の
職
員
と
な

っ
た
。
上

司
に
あ
た
る
掛
の
最
高
幹
部
に
は
半
次

郎
よ
り
も
は
る
か
に
若
い
江
原
素
六
が

い
た
。
半
次
郎
は
沼
津
で
数
年
間
を
送

る
が
、
そ
の
間
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
。

妻
の
甥
小
川
五
郎
作
も
二
等
勤
番
組
と

し
て
沼
津
に
移
住
し
て
い
た
。

上
京
は
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
六

月
十

一
日
、
五
十

一
歳
の
時
だ

っ
た
。

小
川
勝
右
衛
門
の
次
女
の
ぶ
は
、
前
田

留
吉
の
妻
と
な

っ
て
い
た
。
前
田
は
、

上
総
国
の
農
民
の
子
だ
が
、
幕
末
横
浜

で
初
め
て
牛
乳
販
売
を
行

っ
た
人
物
と

し
て
知
ら
れ
、
維
新
後
は
東
京
で
開
業

し
て
い
た
。
半
次
郎
は
、
こ
の
義
弟
に

あ
た
る
前
田
に
勧
め
ら
れ
、
畜
牛
や
搾

乳
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

最
初
は
東
京
芝
の
前
田
の
店
で
見
習

い
と
な

っ
た
。
毎
朝

一
時
に
起
床
、
牛

五
頭
の
乳
を
搾
り
、
外
国
人
の
住
居
を

回
っ
た
り
、
築
地
の
海
軍
に
納
入
す
る

牛
肉
の
運
搬
を
担
当
し
た
。
そ
し
て
明

治
八
年

（
一
八
七
五
）
九
月
独
立
し
、

東
京
下
谷
に
自
分
の
店
を
開
業
し
た
。

和
田
牛
乳
店
は
、
半
次
郎
が
跡
継
ぎ

に
迎
え
た
帝
国
大
学
出
の
婿
該
輔
の
経

営
手
腕
と
、
日
本
人
の
食
習
慣
の
西
洋

化
に
も
支
え
ら
れ
、
以
後
順
調
に
発
展

し
、
東
京
府
下
有
数
の
牛
乳
店
と
な

っ

て
い
っ
た
。
半
次
郎
は
明
治
十
五
年

（
一

八
八
二
）
二
月
二
十
五
日
に
隠
居
、
三

十

一
年

（
一
八
九
八
）
に
七
十
六
歳
で

亡
く
な
っ
た
。
半
次
郎
の
曾
孫
に
は
女

優
小
暮
実
千
代
が
い
る
。

明
治
五
年
に
士
族
授
産
の
た
め
沼
津

で
牧
牛
を
始
め
た
江
原
素
六
は
、
社
員

を
東
京
に
派
遣
し
て
前
田
留
吉
に
技
術

を
学
ば
せ
た
と
い
う
。
和
田
の
上
京
後

の
進
路
に
は
、
前
田
と
の
姻
戚
関
係
以

前
に
、
沼
津
で
の
江
原
の
存
在
が
あ

っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（樋
日
雄
彦
）

〈参
考
文
献
〉
『
大
日
本
牛
乳
史
』
（
一

九
三
四
年
、
牛
乳
新
聞
社
）、
黒
川
鍾

信

『東
京
牛
乳
物
語
』
（
一
九
九
八
年
、

新
潮
社
）
ほ
か
。
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７
月
１４
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
開
催

し
て
い
た
企
画
展

「浮
世
絵
に
描
か
れ

た
東
海
道
と
沼
津
宿
」
は
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

ま
た
、
企
画
展
に
合
わ
せ
、
８
月
２６

日
に
開
催
し
た
歴
史
講
演
会

「東
海
道

と
沼
津
宿
」
に
も
、

６２
名
の
受
講
者
が

あ
り
ま
し
た
。

＞
歴
史
講
演
会
の
様
子

８
月
１５
日
に
行

っ
た

「平
和
を
考
え

る
親
子
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
」
に
は
、
小

学
二
年
生
か
ら
中
学

一
年
生
ま
で
の
子

供
と
そ
の
保
護
者
、
９
組
２０
名
が
参
加

し
、
市
内
１２
カ
所
の
戦
争
史
跡
を
見
学

し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
１０
月
に
５
同
に
わ
た

っ
て

開
催
し
た
古
文
書
解
読
入
門
講
座
に
は
、

３１
名
の
受
講
者
が
あ
り
、
く
ず
し
字
解

読
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

身
近
な
歴
史
史
料
で
あ
る
絵
葉
書
を

通
じ
て
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り

変
わ

っ
て
き
た
明
治

。
大
正

。
昭
和
期

の
沼
津
を
振
り
返
り
ま
す
。

期
　
間

¨
平
成
１３
年
１２
月
１
日
０
～

平
成
１４
年
２
月
２７
日
因

会
　
場

¨
４
階
展
示
室

●
絵
葉
書
の
歴
史

絵
葉
書
は
、
明
治
三
十
二
年

（
一
九

〇
〇
）
に
郵
便
制
度
上
で
認
め
ら
れ
て

以
降
、
現
在
ま
で
百
年
以
上
に
わ
た
り
、

各
地
の
歴
史
を
ビ
ジ

ュ
ア
ル
に
記
録
し

続
け
て
き
ま
し
た
。

ヽヽ

現
存
す
る
も
の
は
、
小
さ
な
葉
書
サ

イ
ズ
な
が
ら
も
貴
重
な
歴
史
史
料
と
い

え
ま
す
。

●
「名
所
絵
葉
書
」

沼
津
は
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八

九
）
に
東
海
道
線
が
開
通
し
、
明
治
二

十
六
年
に
沼
津
御
用
邸
が
造
営
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
気
候
温
暖
か
つ
風
光
明

媚
な
観
光

・
保
養
地
と
し
て
、
全
国
的

に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

千
本
公
園
、
千
本
浜

・
桃
郷

・
牛
臥

海
岸
、
御
用
邸
、
静
浦

・
内
浦
海
岸
、

狩
野
川
、
市
街
地
の
街
並
み
な
ど
が
、
「名

所
絵
葉
書
」
と
し
て
、
数
多
く
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
の
名
所
の
中
に
は
、
今
で
は
景
観
が

一
変
し
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

●
「
記
念
絵
葉
書
」

「名
所
絵
葉
書
」
が
主
流
と
な
る
以

前
、
絵
葉
書
が
広
く

一
般
に
普
及
す
る

き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
明
治
三
十

七
～
二
十
九
年

（
一
九
〇
四
～
〇
六
）

に
発
売
さ
れ
大
き
な
人
気
を
集
め
た
日

露
戦
争
の

「記
念
絵
葉
書
」
で
し
た
。

以
後
、
各
種
記
念
行
事
の
際
に
は
、
こ

の
種
の
絵
葉
書
が
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し

た
。

●
「事
件
絵
葉
書
」

事
件
を
伝
え
た

「事
件
絵
葉
書
」
は
、

撮
影
し
た
写
真
を
即
時
に
印
刷
し
て
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌

が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
早
く

手
に
入
る
報
道
写
真
と
し
て
、
重
要
な

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

企
画
展
の
図
録
を
刊
行
し
ま
す
。
絵

葉
書

一
六
二
点
と
、
当
館
絵
葉
書
目
録

を
収
録
し
ま
し
た
。

規
　
格

‥
Ｂ
５
版

・
７２
ペ
ー
ジ

（内
カ

ラ
１
１４
ペ
ー
ジ
）

頒
　
価

‥
五
〇
〇
円

１２
月
２９
日
０
～
１
月
３
日
”
は
、
年

末
年
始
の
休
館
日
で
す
。
ま
た
、

１２
月

２８
日
り
は
、
月
末
休
館
日
と
な
り
ま
す
。
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